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次号予告　　64 巻　5号 ヘッドライン　：　固体と液体のはざま

　近畿支部企画として，小学校から大学院あるいは社会人教育までを視野に入れ，
身近な疑問を解決するようなヘッドライン記事を「市民として必要な基礎・基本の
化学」の統一テーマのもとに企画してきた。10 回目の今回は，記念号として，冒
頭で，これまでの総括と当初からの趣旨である「人間（人格）形成と化学」の視点
をもう一度確認する。次に，この視点に立って，副題「児童・生徒・学生は，ここ
がわからない」を設定し，さまざまな教育現場での多様な思考ならびに実践につい
て紹介する。

ヘッドラインテーマ： 市民として必要な基礎・基本の化学Ⅹ 
―児童・生徒・学生は，ここがわからない―

　大阪教育大学は，1874 年（明治 7年）5月に設置された教員伝習所にその起源を
求めると 140 年を超える歴史があります。現在は大阪府柏原市の金剛生駒紀泉国定
公園内に，標高 135　m，面積約 67 万m 2 のメインキャンパスを擁しています。1992
年に竣工した柏原の講義棟へは駅から 30　m，20　m 及び 50　m のエスカレーターを
乗り継いで，あるいは 380 段の階段を昇って（バスもあります）到達し，振り返る
と六甲山地，大阪平野や大和川を眺望することができます。

表紙の言葉　大阪教育大学　教養学科棟


